
株主の皆さまには、平素は格別のご高配を賜り厚く
お礼申しあげます。
さて、当上半期のわが国経済は、雇用・所得環境の
改善を背景に緩やかな回復傾向にある一方で、長期化
する不安定な国際情勢や燃料・原材料価格の高騰に
起因する物価上昇などの影響により、景気は依然として
先行き不透明な状況で推移しました。
このような情勢のなか、運輸業では、デジタル乗車券
サービスなどの導入によりお客さまの利便性向上と収益
拡大に努めたほか、流通業では、山陽百貨店で人気催事
を初開催するなど、集客力の向上に取り組みました。
不動産業では、沿線での大型開発に着手するなど、引き
続きサステナビリティ基本方針を踏まえた経営を推進し
ました。
この結果、当上半期の営業収益は19,117百万円、営業
利益は2,801百万円、経常利益は2,864百万円、親会社
株主に帰属する四半期純利益は2,743百万円となりま
した。

また、去る11月13日開催の取締役会におきまして、
中間配当を5円増配の1株につき25円で実施すること
を決定させていただきました。当社におきましては、
安定配当の継続を基本方針としておりますが、好調な
業績動向等を踏まえ、今後も継続的かつ積極的に株主
還元を進めてまいります。
今後につきましては、最終年度を迎えた現・中期経
営計画の達成に向け、各事業における取組みを着実に
遂行するとともに、資本コストや株価を意識した経営
の実現に向け、2026年4月から始まる次期中期経営計
画の策定を進めてまいります。
株主の皆さまにおかれましては、今後ともご理解と
ご支援を賜りますようお願い申しあげます。

2025年12月

ごあいさつ

株主の皆さまへ
代表取締役社長

2025年4月1日 ▶ 2025年9月30日

（証券コード：9052）

第137期 中間SANYO REPORT



事業の種類別セグメントの業績（営業収益） 第137期（2025年度中間）実績のポイント
■営業収益は、鉄道事業等における運輸収入の増加などに
より、増収となりました。

■営業利益は、運輸業の増益により、増益となりました。
●運 輸 業…鉄道・バス事業での運賃改定に加え、大阪・

関西万博開催による効果等もあり、増収増益
●不動産業…分譲規模の差により減収となった一方、前年

度取得の賃貸物件が寄与し僅かながら増益

経常利益（百万円）

営業収益（百万円）
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親会社株主に帰属する当期純利益（百万円）
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本報告書は、「財務情報」と「非財務情報」をあわせて開示すること
で、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆さまに、
当社グループの価値創造プロセス（ストーリー）やサステナビリティ経
営の進捗状況等をお伝えすることを目的として、毎年発行しています。
今回は、マテリアリティに基づく目標・KPIの実績等や人的資本に関す
る取組みについて内容の充実をはかり、掲載しています。
本報告書を通じて、皆さまとのコミュニケーションを深化させ、さらな
る企業価値向上を目指します。

「山陽電鉄グループ 統合報告書2025」を発行しました

当社グループのESG（環境・社会・ガバナンス）に関するデータについて、2024年度の実績を開示しています。
ESGの取組みについては、統合報告書もあわせてご覧ください。

「ESGデータ（2024年度実績）」を更新しました

〉〉〉

価値創造プロセス
　当社グループは、サステナビリティ基本方針およびESGのマテリアリティ（重要課題）のもと、兵庫県南部を基盤としたビジネスを展開し、「移動する」「暮らす」「楽しむ」に関する
様々なサービスを提供しています。今後もステークホルダーの皆さまに価値を提供し、持続可能な社会の実現への貢献と中長期的な企業価値向上を目指します。

価値創造プロセス

P.15サステナビリティ基本方針

兵庫県南部を基盤として、地域とともに走り続け、
人々の生活を支える企業グループであるために

▶環境に配慮した事業活動の推進
▶安全・安心・快適なサービスの提供
▶魅力的なまちづくり
▶パートナーシップの強化

▶多様な人財の育成と、
　一人ひとりが能力を発揮できる環境づくり
▶コンプライアンスの徹底とガバナンスの充実

マテリアリティ P.16

事業環境

少子高齢化・労働力不足

新しい生活様式の進展

脱炭素社会への移行

コストの高騰

安全・安心や
防災ニーズの高まり

沿線の観光資源や
事業機会

サステナビリティ
意識の高まり

デジタル化の加速

経営資本

インプット

■財務資本
安定した財務基盤・多様な事業機会と
リスク分散

■設備資本
鉄道施設・設備、保有土地・建物等の資産

■自然資本
沿線の観光資源や自然環境、使用エネ
ルギー

■知的資本
輸送の安全・安心を支えるノウハウや
技術力、顧客基盤、ブランド力

■社会関係資本
地域の人々や行政、企業等のステーク
ホルダーとの信頼関係

■人的資本
各事業を支える多様な人財

コーポレート・ガバナンス／コンプライアンス P.32～P.34

戦略
■長期ビジョン（2032年度）
今後の変化する社会環境下においても、当社
グループが一体となって沿線の皆さまの生活
を支え、地域発展に貢献する存在であり続ける

P.17

■中期経営計画
　（2023～2025年度）

ビジネスモデル
P.12

感謝・信頼・挑戦価値観

暮らす

移動する

楽しむ

運輸業(鉄道・バス・タクシー)

流通業(百貨店)

不動産業

レジャー・サービス業など

中長期的な
企業価値の向上

アウトカム

株主・投資家
安定的な
利益の創出

従業員
働きがいのある
職場環境

お客さま
安全・安心・快適な
輸送と暮らし

行政
魅力的なまちづくりに

向けた連携

企業・学校
地域社会の発展に
向けた連携

地球環境
環境負荷低減

提供価値

持続可能な社会の
実現への貢献

事業活動・アウトプット

11山陽電鉄グループとは 価値創造ストーリー 事業戦略 会社データコーポレート・ガバナンス

「山陽電鉄グループ 統合報告書2025」につきましては、
当社HPをご覧ください。

運輸業
10,679百万円
55.8%

流通業
4,478百万円
23.4%

不動産業
2,130百万円
11.2%

レジャー・サービス業
1,149百万円
6.0%

その他の事業
679百万円
3.6%

決算の詳細等につきましては、
当社HPをご覧ください。
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連結決算の概要 ※記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。



本年4月1日からQRコードを活用したデジタル乗車券サービス「スルッと
QRtto」による企画乗車券の発売を開始しました。
乗車券の購入から乗車までがスマートフォン一つで可能となり、「三宮・
姫路1dayチケット」など一部の1dayチケットでは従来の磁気券（カード
タイプ）よりも発売価格を割安に設定しています。
引き続き、諸施設と連携し新商品の開発に努めるとともに、QR1dayチケ
ットのメリットを積極的にPRすることにより、一層の収益拡大をはかって
まいります。

QR1dayチケットの発売を開始しました

山陽百貨店において、世代を問わず人気のキャラクター
"ポケットモンスター"の関連グッズを販売する臨時の公式
ショップ「ポケモンセンター出張所」を夏休み期間中の7月
30日～8月18日の期間限定催事として開催し、多くの
ご来場をいただきました。
山陽百貨店では、「北海道大物産展」など定番の物産展
催事のほか、今後も店舗の魅力向上につながる全館催事の
企画・開催を通じて、お客さまの来店促進をはかってまい
ります。

「ポケモンセンター出張所 in 山陽百貨店」を開催しました

明石市の西新町駅南側の社有地で、分譲マンションと介護付有料老人
ホームの建設に着手しました。
住みたい街として注目度が高い明石エリアでの開発となる今回の計画
では、老人ホームに太陽光発電を導入するのをはじめ、分譲マンションに
おいては「ZEH-M Oriented」および「低炭素建築物認定」の基準を満た
した仕様とするなど、持続可能なまちづくりに貢献するとともに、環境
負荷の低減をはかっています。
今後も魅力あるまちづくりの推進を通じて、沿線価値の向上に寄与
してまいります。

西新町駅前で複合開発を進めています

トピックス



電車乗車証（切符型）
電車・山陽バス
共通乗車証

グループ・沿線施設株主優待券

山陽電鉄グループ・沿線施設
株主ご優待券

見本 見本 見本

毎年3月31日および9月30日現在100株以上ご所有の株主さま
に対して、所有株式数に応じて左表のとおり贈呈します。

①電車乗車証（切符型）、電車・山陽バス共通乗車証の通用区間
電車乗車証（切符型）は、西代駅以西の全線で、また、電車・山陽バス共通
乗車証は、電車は西代駅以西の全線で、山陽バスは全線でご利用いただけ
ます。

②電車・山陽バス共通乗車証の名義
券面に「持参人ご一名」と表示しておりますので、株主さまご本人以外の
方でもご利用いただけます。

③株主優待の有効期間
3月31日現在の株主さまに贈呈する分は、6月1日から11月30日まで。
9月30日現在の株主さまに贈呈する分は、12月1日から5月31日まで。

■グループ・沿線施設株主優待券のご案内
グループ・沿線施設株主優待券の冊子には、山陽百貨店、須磨浦
山上遊園をはじめとした当社グループ諸施設や当社沿線の観光
施設などでご利用いただける優待券をお付けしております。

定 時 株 主 総 会

郵 便 物 送 付 先
お よ び 照 会 先

公 告 方 法

電 子 公 告 掲 載 の
ホームページアドレス

株 主 名 簿 管 理 人
特別口座の口座管理機関

毎年6月開催（基準日は毎年3月31日）

〒168-0063 東京都杉並区和泉二丁目8番4号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
フリーダイヤル 0120－782－031　受付時間　9：00～17：00（土日休日を除く）

電子公告（但し、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることができ
ない場合は、神戸市において発行する神戸新聞に掲載）

https://www.sanyo-railway.co.jp/company/koukoku.html

三井住友信託銀行株式会社

■単元未満株式（100株未満の株式）をご所有の株主さまへ
単元未満株式の買増・買取制度のご利用を希望される株主さまは当社HPをご覧ください。

■配当金を配当金領収証でお受取りの株主さまへ
配当金は、株主さまご指定の金融機関口座（ゆうちょ銀行の口座を含む。）またはお取引のある証券会社口座でお受取りすることができます。
ゆうちょ銀行の配当金領収証払を選択されている株主さまにおかれましては、配当金のお受取り忘れや配当金領収証の紛失のおそれがない金融
機関口座等でのお受取りへの切り替えをぜひご検討ください。

お問い合わせ先 《買増請求・買取請求に関する手続き／配当金のお受取り方法の変更 など》

証券会社の口座で管理されている株主さま お取引のある証券会社へお問い合わせください。
三井住友信託銀行株式会社 証券代行部
フリーダイヤル 0120－782－031特別口座の株主さま 受付時間 9：00～17：00（土日休日を除く）

電車乗車証
（切符型）

電 車 ・
山陽バス
共通乗車証

グループ・
沿線施設
株主優待券

株主優待券

所有株式数

100株～199株

200株～599株

600株～999株

1,000株～1,999株

2,000株～2,999株

3,000株～3,999株

4,000株～4,599株

4,600株～39,999株

40,000株～99,999株

100,000株～199,999株

200,000株以上

2枚

4枚

8枚

12枚

24枚

48枚

60枚

4枚

― 

1枚

2枚

3枚

5枚

1冊

未受領配当金の支払のお手続

マイナンバーに関するご案内

株主名簿管理人である三井住友信託銀行株式会社へお申し出ください。
株式の税務関係の手続（税務署への配当金に関する支払調書の提出など）のため、株主さまからマイナンバーをお届出いただく
必要があります。お届出につきましては、お取引のある証券会社などへお問い合わせください。

株主さまへのご案内

株式についてのご案内
株主優待のご案内

株主メモ

見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。神戸市長田区御屋敷通３丁目１番１号　TEL：078-612-2032

https://www.sanyo-railway.co.jp/


